２　ミュージアム・スクール2013　  
気分はシャガール！アートな夏休み　　　　　　　　　　　　　
会場：常設展示室、造形室、ロビー、北海道立三岸好太郎美術館　ほか

主催：北海道立近代美術館、一般社団法人北海道美術館協力会

ミュージアム･スクールは、小学生とその保護者を対象に、夏休み期間中、楽しみながら美術に親しむことを目的として、平成3年度より実施している事業である。本年度は、作品鑑賞をしながら美術館に親しむことを目的とした〈アート･オリエンテーリング〉、造形遊びを目的とした〈ミニ･アトリエ〉、学芸員と対話しながら作品鑑賞を楽しむことを目的とした〈シャガール展スペシャルツアー〉、講師の指導のもとでの造形活動を目的とした〈ワークショップ〉と、参加者の関心や利用状況に応じて選択できるよう多彩なプログラムを用意した。実施に際しては、北海道美術館協力会ボランティアや博物館実習生と連携を図った。

■募集制プログラム
ワークショップ「気分はシャガール、いきなり油絵に挑戦！」

日時：8月3日（土）、4日（日）各日10時～14時（昼休憩：12時～12時30分）
会場：2階造形室、「シャガール展」会場
参加者：小学生42名
講師：川口浩氏(札幌大谷大学芸術学部美術学科教授)
會田千夏氏(札幌大谷大学芸術学部美術学科講師)

参加料:600円（材料実費:キャンバス）
　内容：小学生を対象に、小学校では触れる機会の少ない油彩画をキャンバス（F３）に描くワークショップを行った。講師とシャガール展鑑賞後、油絵の具の特徴や筆の使い方や洗い方などを教わり、各自好きなものを描いた。油絵の具の特質を知ることで、制作の楽しさを知り、鑑賞の一助につながった。
シャガール展スペシャルツアー「みんなで楽しむシャガール」
日時：７月２６日（金）、８月２日（金）　18:00～　各回約40分

会場：「シャガール展」会場
　参加者：65名（幼児・小中学生35名、一般30名）
講師：当館学芸員
参加料：１組1400円（小学生とその保護者、シャガール展観覧料として）
　内容：「シャガール展」会期中の夜間開館日（金曜日）にあてて企画したファミリー向けギャラリーツアー。大人コース、子どもコースにわかれて、大人はシャガール展担当学芸員がエスコートし、参加者と対話しながら作品鑑賞した。子どもは、ミュージアム・スクール担当学芸員がガイドし、クイズをはさみながら楽しく作品鑑賞した。参加の家族にはプレゼントとして「オリジナル絵本　シャガールおじさんとねこのビビ」（絵と文／すずきもも）を進呈した。

■自由参加プログラム

アート・オリエンテーリング

日時：7月26日（金）～8月18日（日）　開館時間中
会場：当館〈これくしょん・ぎゃらりい〉、ミニ・アトリエ、ロビー
　　北海道立三岸好太郎美術館

参加者：1221名
内容：館内の各所に設置したチェックポイントを巡り、クイズに答えながらスタンプを集め、スタンプラリー形式で楽しみながら美術館に親しんでもらうプログラム。来館者は各自の都合の良い時に、各々のペースで参加することができた。常設展示室〈これくしょん・ぎゃらりい〉や館内各所、三岸好太郎美術館をめぐりながら、計5ヶ所のチェックポイントでスタンプを集め、完走スタンプが押されたスタンプカードは「冬のワンダー☆ミュージアム2014」（12月7日～2014年1月19日）の小中学生招待引換券とし、再来館への契機とした。チェックポイントは以下のとおりである。A: ジュル・パスキン《放蕩息子》（常設展示室1階）、B: 流政之《おくのあきま》（常設展示室1階）、C: 常設展示室2階、D: ミニ・アトリエ「かんたんステンドグラス」（2階ロビー）、E: 三岸好太郎美術館受付付近 

ミニ・アトリエ「かんたんステンドグラス」
期間：7月26日（金）～8月18日（日）10:00～16:00

　会場：2階ロビー

参加者：2738名
内容：幼児から大人までを対象とし、所要時間10分程度から作れるかんたんステンドグラスの制作を行った。うすい透明シート（クリアファイル）の片面に黒マジックで好きなモチーフを線描し、片面から色マジックで彩色するもので、手軽に楽しめる内容であることから、多くの利用者があった。
　
　　

